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1 はじめに 
 「メンヘラ」とは、「病んでいる⼈」「⼼に何か
しらの問題を抱えている⼈」という意味合いで⽤
いられているインターネットスラングである。
「メンヘラ」という⾔葉の前⾝である「メンヘル」
は、2 ちゃんねるの「メンタルヘルス板」に由来
し、メンタルヘルスの問題に悩む当事者たちが、
⾃分たち⾃⾝を呼び合うための⾔葉として使わ
れ始めた(熊代, 2018)。⼥⼦⼤学⽣を対象に⾏っ
た調査(松崎, 2017)では、対象者の 90.8%が「メ
ンヘラ」を「⽬や⽿にしたことがある」と回答し
ており、広く定着している⾔葉であることが⽰さ
れている。 
 近年、「メンヘラ」には「カワイイ」などのポ
ジティブな意味が付与され、好意的に受けとられ
るようになった(加藤, 2018)。しかし、⼀部ではオ
ーバードーズ1やリストカットをファッションと
して⾏うものもいる(佐々⽊, 2021)。2020 年頃か
ら「メンヘラ」が集まる場所として「トー横2」が
メディアで取り上げられるようになった。トー横
は⾃撮り界隈3の⼈間がオフラインで交流する際
の待ち合わせ場所であった(佐々⽊, 2021)。 
 本研究では、Twitter 上で使⽤されるハッシュ
タグ「#メンヘラさんと繋がりたい」に注⽬する。 
本ハッシュタグは、「メンヘラ」という⾔葉同様、
当事者性を持っており、「メンヘラ」同⼠が繋が

 
1 処方薬や市販薬などを過剰摂取すること 
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ることを⽬的とし使⽤される。また、本ハッシュ
タグを⽤いた投稿の特徴として、⾃撮り写真の添
付が多いことが挙げられる45。 
 これらを踏まえて、本研究では本ハッシュタグ
と⾃撮り⾏動について分析を⾏う。具体的には、
(1)共起ハッシュタグの類似度や中⼼性による可
視化、クラスタリング、(2)本ハッシュタグの⽤い
たツイートに⾃撮り写真が添付されやすいのか
の検証を⾏った。 
 
2 関連研究 
2-1 「メンヘラ」について 
 寺⽥(2021)は、「メンヘラ」という⾔葉の使⽤
の変遷について(1)黎明期(2)拡⼤期(3)現在の 3
つの時代区分に分け、まとめている。 
 
黎明期(〜2000 年代前半) 

l 2 ちゃんねるの「メンタルヘルス板」のユーザー 

拡⼤期(2000 年代中盤〜2010 年代中盤) 

l うつ病患者 

l BPD6患者、BPD 的な付き合っていくのが⼤変な⼈ 

l 診断はないが、⼼の健康に問題があると考える⼈ 

現在(2010 年代後半〜) 

l 「対等でない恋愛」をする⼈ 

l 病弱そう、或いは痛々しい印象（を受けるファッシ

ョン） 

を調べてみたかった。」より 

https://alakialacaalpaca.hatenadiary.jp/entry/2017/07/28/

231231 (2022 年 2 月 17 日確認) 
5 エキサイトニュース「Twitter におけるハッシュタグ文化と

「つながりたい」欲求【メンヘラ.men's】」より 
https://www.excite.co.jp/news/article/E1497333747876/ (2022
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6 境界性パーソナリティ障害を指す 



 このように、「メンヘラ」という⾔葉の使われ
⽅は時代と共に変容しており、その意味を明確に
定義することは難しい。 
 「メンヘラ」の特徴について、⾃⼰愛との関連
について⾔及がされている。加藤(2018)は「メン
ヘラ」が⾃⼰愛性パーソナリティ障害的で「ヤン
デレ」が BPD 的であると⾔及している。また、
寺⽥(2021)は、「ヤンデレ」との差別化を図ろうと
した結果、「メンヘラ」の BPD的な側⾯ではなく
⾃⼰愛性パーソナリティ的な側⾯の⽅が強調さ
れることとなったと指摘した。加藤(2020)は、メ
ンヘラの精神構造の中⼼には⾃⼰愛があり、攻撃
性を⽣み出していると指摘している。 
 「メンヘラ」に関する研究はまだ少なく、定性
的なものが中⼼である。また、定量的な分析も使
⽤経験や⾔葉の使われ⽅に留まっている。 
 
2-2 ⾃撮り⾏動について 
「 ⾃ 撮 り（ selfie）」 は 2013 年 に Oxford 
DictionariesによってWord of the Year に選ばれ
ており、世界的にも学術的関⼼が⾼まっている。
⾃撮り⾏動の動機や性格特性との関連について
の研究も多い。Sung(2016)は、⾃撮り写真を投稿
する動機として、(1)注⽬してもらうため、(2)他
者とコミュニケーションをとるため、(3)記録する
ため、(4)退屈を凌ぐための 4つを明らかにした。 
 ⾃撮り⾏動と⾃⼰愛の関連についての議論に
も注⽬が集まっており、数多くの研究が⾃⼰愛と
⾃撮り⾏動が密接に関連していることを⽰して
い る (Biolcati & Passini, 2018; 
Charoensukmongkol, 2016; Halpern, Valenzuela, 
& Katz, 2016;Wang, 2017)。前述した⾃撮り写真
を投稿する動機のうち、記録するため以外につい
ては⾃⼰愛と関連があることも⽰されている
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(Sung, 2016)。また、Mccain(2016)の調査では、
1 ⼈で写っている⾃撮り写真は⾃⼰愛と正の相関
があったのに対し、複数⼈が写っている⾃撮り写
真は負の相関があったと報告されている。 
 インターネット上で語られている「メンヘラ」
の特徴の 1 つに⾃撮り⾏動が挙げられている78が、
この根拠は乏しい。本研究では、「メンヘラ」が使
⽤するハッシュタグと⾃撮り⾏動について分析
を⾏う。また、「メンヘラ」と⾃撮り⾏動に共通し
て先⾏研究で指摘されている⾃⼰愛との関連に
ついても検討する。 
 
3 分析・結果 
 本研究では、2021 年 6 ⽉ 1⽇から 2021 年 8⽉
31 ⽇の期間に Twitter 上に投稿された「#メンヘ
ラさんと繋がりたい」を含むツイート 14,910 件
を分析対象とする。 
 分析は本ハッシュタグの共起ハッシュタグの
抽出を⾏い、Simpson 係数を⽤いた類似度、媒介
中⼼性に基づいたネットワーク図の描画により
可視化し、Louvain 法を⽤いたクラスタリングを
⾏った。その後、本ハッシュタグを使⽤したツイ
ートについて、⾃撮り写真が添付されている割合
を算出し、ランダムに取得したツイートとの⽐較
を⾏った。 
 
3-1 共起ハッシュタグの抽出と可視化 
 本研究では、「#メンヘラさんと繋がりたい」と
同じツイート内で使⽤されているハッシュタグ
を共起ハッシュタグと定義し、抽出を⾏なった。
抽出された共起ハッシュタグのうち、使⽤割合が
⾼かった上位 15 個を表 1 に⽰す。 
 分析対象のツイートのうち、100 件以上のツイ
ートで使⽤されているハッシュタグ 140個につい
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て、Simpson 係数を⽤いた類似度、媒介中⼼性を
算出し描画したネットワーク図を図 1 に⽰した。
分析とネットワーク図の描画には、Pythonライブ
ラリ「NetworkX」を⽤いた。 
 ネットワーク図はノードとエッジから成り、ノ
ードは重みを持つ。重みの値が⼤きいほどノード
同⼠の距離は近くなり、エッジは太くなる。重み
には、Simpson 係数（Overlap coefficient）を使⽤
する。Simpson 係数は式(1)で定義され、2 つの集
合(𝐴, 𝐵)のうち要素数が少ないほうの要素数と共

通要素数の割合を⽰す。Simpson 係数が⼤きいほ
ど 2 つの集合の類似度は⾼いといえる。 
 

𝑺𝒊𝒎𝒑𝒔𝒐𝒏(𝑨,𝑩) = |𝑨∩𝑩|
𝐦𝐢𝐧	{|𝑨|,|𝑩|}

   (1) 

 
 ノードの⼤きさは媒介中⼼性(BC : 
betweenness centrality)に基づき描画している。
媒介中⼼性とは、ある点が他の 2点間を結ぶ最
短経路上にあるほど中⼼性が⾼いとする考え⽅



であり、ノード𝑖の媒介中⼼性𝐵𝐶!は式(2)で⽰さ
れる。𝑉はノードの集合、𝜎(𝑠, 𝑡)はノード間の最
短経路数、𝜎(𝑠, 𝑡|𝑖)はノード間の最短経路の内ノ
ード𝑖が含まれている経路の数である。 

𝐵𝐶, = ∑ -(/,0|,)
-(/,0)/,0       (2) 

3-2 共起ハッシュタグのクラスタリング 
 密に結合しているノードの集合をコミュニテ
ィと呼ぶ。ネットワークデータに対するクラス
タリングの⼿法である Louvain 法(Blondel, 
2008)を⽤いて、コミュニティの検出を⾏った。 
 クラスタリングの結果、検出された 5つのコ
ミュニティについて図 1 ではエッジの⾊を塗り
分けて描画した。また、コミュニティごとに媒
介中⼼性の⾼いハッシュタグ上位 10個を表 2 に
⽰した。各コミュニティについて、(1)病み垢9界
隈（メンヘラ）、(2)⾃撮り界隈、(3) 病み垢界
隈（ヤンデレ）、(4)通話垢10界隈、(5)#メンヘ
ラさんと繋がりたい、と呼ぶ。 
 このうち、本研究で注⽬したいのは、(2)⾃撮り
界隈である。表 1 で⽰した使⽤割合が⾼いハッシ
ュタグ（「#美男美⼥さんと繋がりたい」「#雰囲気
嫌いじゃないよって⼈いいね」「#⾃撮り界隈」な
ど）が⾃撮り界隈における媒介中⼼性の⾼いハッ
シュタグに含まれている。さらに、今回分析対象
としたツイートのうち、14,910 件中 7,130 件
（48.82%）に⾃撮り界隈に分類されたハッシュタ
グが 1 つ以上含まれていた。 
 
3-3 メンヘラの⾃撮り⾏動 
 3-1、3-2 の分析では「#メンヘラさんと繋がり
たい」を使⽤する⼈は部分的に⾃撮り界隈に属
していると考えることができる。しかし、本ハ

 
9 病み垢とは、不安や愚痴などのネガティブな感情が吐露され

ているようなアカウントを指す 
10 通話垢とは、通話アプリを使って知らない相手と通話をする

界隈に属するアカウントを指す 

ッシュタグを使⽤する⼈が実際に⾃撮り写真を
投稿しやすいのかは明らかになっていない。 
 したがって、本ハッシュタグを使⽤したツイ
ートについて、⾃撮り写真が添付されている割
合を算出した。また、⽐較対象として同時期
（2021 年 6 ⽉ 1⽇から 2021 年 8⽉ 31⽇）に投
稿された⽇本語のツイートからランダムに抽出
した 15,000件を⽤いた。⾃撮り写真の判定に
は、AWSの Amazon Rekognitionを⽤いた。
Amazon Rekognitionは Amazonが提供する深層
学習を利⽤して画像と動画を分析する AIクラウ
ドサービスである。本研究では、画像や動画か
ら顔のある場所、その顔の特徴を特定し、顔の
外⾒の特徴を分析可能な API セット「Amazon 
Rekognition Image」を使⽤した。分析は、ま
ず、画像付きのツイート数をそれぞれ算出し、
添付された画像に写っている顔の数を Amazon 
Rekognition Image を⽤いて判定した。 
 分析の結果を表 3に⽰す。本ハッシュタグを
使⽤した投稿のうち、⾃撮り写真と判定された
ものは 2,741件あり、その割合は分析対象の投
稿のうち 18.38%であった。⼀⽅、⽐較対象であ
るランダムに取得されたツイートについては、
⾃撮り写真と判定されたものは 434 件であり、
割合は 2.89%であった。オッズ⽐11は 7.56であ
り、本ハッシュタグを使⽤したツイートでは、
ランダムなツイートの 7.56 倍⾃撮り写真が投稿
されやすいことがわかった。 
 

11 オッズ比とは、発生確率が比発生確率の何倍かを表す指標で

ある 



4 考察 
 分析の結果より、「#メンヘラさんと繋がりたい」
を使⽤したツイートのうち、48.82%が⾃撮り界隈
で使⽤されるハッシュタグを同時に使⽤してい
ることから、「メンヘラ」は部分的に⾃撮り界隈
に属していると考えることができ、⾃撮り写真を
投稿する⾏動は「メンヘラ」の特徴の 1 つである
ことがわかった。また、実際に「#メンヘラさんと
繋がりたい」を使⽤したツイートは、そうでない
ツイートと⽐べて 7.56 倍⾃撮り写真が投稿され
やすいことがわかった。 
 ⾃⼰愛と⾃撮り⾏動が密接に関連しているこ
とは多くの研究で⽰されており(Weiser, 2015; 
Biolcati & Passini, 2018; Charoensukmongkol, 
2016; Halpern, Valenzuela, & Katz, 2016;Wang, 
2017)、これを踏まえると、「メンヘラ」は⾃⼰愛
が強いことが推察される。特に、⾃撮り界隈で使
⽤されるハッシュタグに着⽬すると、「#いいねで
気になった⼈お迎え」や「#雰囲気嫌いじゃないよ
って⼈いいね」、「#⾃発ください」などは直接的に
「 い い ね 」 を促し て い る 様 ⼦ が伺え る 。
Pounders(2016)の調査では「いいね」の数と⾃尊
⼼には相関があることが⽰されている。⾃⼰愛が
⾃尊⼼を維持・⾼揚しようとする⼼理的な制御機
能である(伊藤, 2011)。したがって、⾃⼰愛を満た
すためにこれらのハッシュタグを⽤いた⾃撮り
ツイートを⾏なっている可能性が⽰唆された。 
 
5 おわりに 
 本研究では、「#メンヘラさんと繋がりたい」に
注⽬し、共起ハッシュタグの抽出・ネットワーク
分析、「メンヘラ」の⾃撮り⾏動について分析を
⾏った。その結果、⾃撮り界隈で使⽤されるハッ
シュタグを⽤いて、⾃撮り写真を Twitter に投稿
する⾏動は「メンヘラ」の特徴の 1 つであること
がわかった。さらに、⾃撮り⾏動と⾃⼰愛の関連
を⽰した既存研究を踏まえ、「メンヘラ」と⾃⼰

愛の関連について検討を⾏った。 
 しかし、本研究では⾃撮り⾏動という側⾯から
の分析に留まるため、「メンヘラ」の特徴を包括
的に捉えることはできていない。そのため、今後
複数の側⾯から「メンヘラ」の特徴を分析するこ
とを⽬指したい。また、「メンヘラ」と⾃⼰愛の
関連については稿を改めて検討する。 
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